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指定外就学・区域外就学のよくある質問について 

 

阪南市教育委員会 

 

 指定外就学（市内での指定校区外への通学）・区域外就学（市外からの通学）のよ

くある質問を以下にまとめました。 

 区域外就学については、他市区町村の教育委員会との協議の成立を条件とするため、

より厳しい条件となる場合があります。ただし、いずれの場合も必ずしも許可できる

とは限らないため、参考までにご覧いただき、申請を予定されている場合は事前にご

相談ください。 
 

--------------------------------------------------------------------------- 

Ｑ１ 

    現在通っている学校の校区外に引っ越すことになりました。そのまま現在の学校

に通い続けられますか。 

 

Ａ１ 

小学校１～５年生及び中学校１、２年生は各学期末まで、小学校６年生、中学

校３年生は学年末までは通い続けることが可能です。ただし、登下校については

保護者責任での安全確保をお願いしており、現実的に考えて当該校に通うことが

できないと判断される場合等は認められないことがあります。 

  

 

 

Ｑ２ 

   将来的に現在の住所とは別の校区に転居する予定です。まだ物件は見つかって

いませんが、現在物件を探している住所の校区の学校にあらかじめ通うことはで

きますか。 

 

Ａ２ 

「転居予定」という許可事項により指定外就学が認められるのは、転居先がす

でに決まっている場合に限ります。物件を探している段階では転居先や転居日が

確定しているとは言えないため、通うことはできません。物件が決まっており、

契約書の写しや施工業者の証明書等、入居時期を証明又は確約できる書類が提出

できる場合は、概ね６か月程度認められます。 
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Ｑ３ 

   平日は保護者が終日働いていて家が留守になります。こども一人で留守番させ

るのは心配なので、親族に預け、そこから登下校させようと考えています。その

親族宅の住所の校区の学校に通うことはできますか。 

  

Ａ３ 

   保護者の就労証明書（自営業の場合は営業証明等も必要）等、自宅が留守にな

ることを証明できる書類及び児童を預かる親族の誓約を提出いただき、認められ

た場合に限り、「留守家庭」という事項により通うことができます。（原則年度ご

とに申請が必要です。） 

保護者が仕事を辞めて日中家にいることになった等、許可事項を満たさなくな

った場合は認められなくなり、本来の校区の学校へ就学していただきます。 

また、「留守家庭」という事項で認められるのは小学生の間だけですので、中学

生からは本来の校区の中学校に入学していただくことになります。その点をふま

え、将来のことも考慮のうえご検討ください。 

 

 

  

Ｑ４ 

本来の校区とは違いますが、保護者の通勤経路上にある校区の学校に通うこと

はできますか。 

  

Ａ４ 

   Ｑ３のように「留守家庭」として認められるのは、日中自宅が留守になるた

め、保護者の勤務地又は親族の住所で児童を預かり、そこから登下校する際に、

その児童を預かる場所の属する校区の学校に就学する場合です。児童が登下校す

る場所とは無関係の校区の学校に通うことはできません。 

 

 

 

Ｑ５ 

隣の校区の学校の方が距離的に近いので、隣の校区の学校に通うことはできま

すか。 

 

Ａ５ 

「距離が近いから」という理由のみでは通うことはできません。 
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Ｑ６ 

   保育所の友達の多くが隣の校区の小学校に入学するのですが、友達と離れたく

ありません。友達と同じ小学校に通いたいのですが、この場合「その他」の教育

的配慮が必要な場合として許可してもらえますか。 

 

Ａ６ 

許可できません。「友達が多くいるから」という理由のみでは、特に教育的配慮

が必要とは認められません。 

 

 


